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は
じ
め
に

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
に
お
い

て
、
戦
前
日
本
の
帝
国
主
義
や
植
民
地
・
軍

事
侵
略
な
ど
の
歴
史
問
題
を
め
ぐ
り
、
現
在

で
も
、
各
国
の
間
で
常
に
論
争
が
起
き
て
い
る

が
、
日
中
・
日
韓
関
係
に
比
べ
、
日
台
間
は
歴

史
問
題
が
あ
く
ま
で
も
存
在
し
な
い
か
の
よ
う

に
、「
日
台
友
好
」「
親
日
台
湾
」
な
ど
の
表
現

で
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
台
間
に
お

い
て
も
、
慰
安
婦
や
尖
閣
諸
島
問
題
を
め
ぐ
っ

て
、
台
湾
内
部
で
時
お
り
激
し
い
抗
議
活
動
が

起
き
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
相

反
す
る
よ
う
な
対
日
感
情
に
つ
い
て
、「
省
籍

問
題
」
と
関
連
付
け
ら
れ
、
本
省
人
＝
「
親
日

的
」、
外
省
人
＝
「
反
日
的
」
と
い
う
印
象
が
持

た
れ
が
ち
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
近
年
は
、
こ
う
し
た
図
式
に

も
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
の

日
台
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
、「
日
華
・
日

台
」
と
い
う
二
重
の
視
角
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
川
島
真
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
〉
1
〈

た
。
そ
し

て
、
台
湾
の
主
体
性
が
抑
圧
さ
れ
、
日
台
関
係

よ
り
も
日
華
関
係
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ
て
い
た

時
代
に
、
外
省
人
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
た
中

華
民
国
政
府
と
日
本
と
の
間
、
特
に
国
交
が
あ

る
一
九
七
◯
年
代
ま
で
に
お
い
て
、
歴
史
問
題

が
外
交
問
題
に
発
展
す
る
よ
う
な
こ
と
は
起
こ

ら
な
か
っ
た
。
本
書
は
そ
の
よ
う
に
発
展
し
な

か
っ
た
理
由
を
探
る
た
め
、
一
つ
一
つ
の
過
程

を
検
証
し
て
い
っ
た
。
そ
の
構
成
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

　
序
論

第
一
部
　
関
係
清
算
の
公
的
記
憶

　
第
一
章
　
中
国
大
陸
に
お
け
る
対
日
関
係
清

算
論
：
一
九
四
五
〜
四
九
年

　
第
二
章
　
台
湾
に
お
け
る
対
日
関
係
清
算

論
：
一
九
四
五
〜
四
九
年

　
第
三
章
　
対
日
平
和
条
約
の
締
結
を
め
ぐ
っ

て

第
二
部
　
対
日
関
係
史
の
公
的
記
憶

　
第
四
章
　
被
害
の
記
憶
と
日
華
関
係

　
第
五
章
　
日
本
文
化
論
の
変
遷

　
第
六
章
　
公
的
記
憶
の
変
容
と
未
完
の
関
係

清
算

　
結
論
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本
書
の
目
的
と
問
題
意
識

　
本
書
の
序
章
で
は
、
著
者
は
三
つ
の
問
題
意

識
を
設
定
し
て
い
る
。
第
一
点
は
、
中
華
民
国

の
台
湾
接
収
後
か
ら
、
日
華
間
の
国
交
が
断
絶

を
迎
え
た
時
代
、
す
な
わ
ち
一
九
四
五
年
か
ら

一
九
七
二
年
ま
で
の
期
間
、
日
華
・
日
台
間
に

お
い
て
歴
史
問
題
が
表
出
す
る
こ
と
は
あ
っ
た

の
か
。
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
な

の
か
。
二
点
目
は
、
五
〇
〜
七
〇
年
代
と
い
う

分
析
期
間
に
お
い
て
、
中
華
民
国
政
府
は
戦

前
・
戦
中
の
対
日
関
係
、
及
び
戦
後
日
本
と
の

新
し
い
関
係
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
た
の
か
。
ま
た
こ
の
説
明
は
、
ど
の
よ
う
に

成
立
し
た
の
か
。
第
三
点
は
、
中
華
民
国
が
構

築
し
た
公
的
記
憶
は
、
日
華
関
係
、
お
よ
び
そ

の
中
に
お
け
る
過
去
の
取
り
扱
わ
れ
方
と
ど
の

よ
う
に
関
連
し
て
い
た
の
か
。
本
書
は
第
二
の

設
問
を
中
心
に
扱
っ
て
い
る
。

各
章
の
内
容

　
本
書
の
内
容
構
成
は
二
部
に
分
け
ら
れ
て
い

る
。
第
一
部
の
第
一
章
か
ら
第
三
章
で
は
日
華

平
和
条
約
の
締
結
に
至
る
ま
で
の
物
語
、
つ
ま

り
関
係
清
算
に
関
す
る
公
的
記
憶
を
考
察
す

る
。
第
二
部
の
第
四
章
か
ら
第
六
章
で
は
講
和

成
立
後
の
台
湾
に
お
け
る
過
去
の
対
日
関
係
史

を
め
ぐ
る
公
的
記
憶
を
取
り
扱
う
。

　
第
一
章
の
目
的
は
、
終
戦
直
後
の
一
九
四
五

年
八
月
か
ら
、
一
九
四
九
年
に
中
央
政
府
が
台

湾
に
移
転
す
る
ま
で
の
期
間
、
国
民
党
政
権
が

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
勝
国
・
中
国
を
代
表
す

る
政
権
と
し
て
、
戦
後
の
日
華
関
係
に
関
し
て

ど
の
よ
う
な
「
物
語
」
を
構
築
し
よ
う
と
し
た

か
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
、
国

民
政
府
の
言
論
機
関
『
中
央
日
報
』
の
社
説
・

論
説
や
蔣
介
石
の
演
説
を
主
な
手
が
か
り
と

し
、
民
営
メ
デ
イ
ア
『
大
公
報
』
と
中
国
共
産

党
の
機
関
紙
『
解
放
日
報
』
や
『
人
民
日
報
』

を
も
比
較
対
象
と
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ

ば
、
蔣
介
石
は
演
説
で
「
以
徳
報
怨
」
な
ど
の

対
日
方
針
を
打
ち
出
し
た
も
の
の
、
日
本
占
領

に
関
与
す
る
構
想
を
持
つ
国
民
政
府
は
つ
い
に

ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ
ア
政
策
の
な
か
で
主
体
と

な
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、「
以
徳
報
怨
」

は
国
民
政
府
の
対
日
政
策
が
終
始
一
貫
し
た
も

の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
る
効
果
を
持
ち
、

戦
後
日
華
関
係
の
〈
起
源
の
物
語
〉
の
発
端
と

し
て
の
地
位
を
占
め
た
と
指
摘
さ
れ
た
。

　
戦
後
の
台
湾
は
、
国
民
党
に
よ
る
「
代
行
さ

れ
た
脱
植
民
地
化
」
の
も
と
で
、「
脱
日
本
化
」・

「
再
中
国
化
」
が
進
め
ら
れ
、
こ
う
し
た
な
か

で
台
湾
人
エ
リ
ー
ト
が
差
別
を
受
け
た
な
ど
の

実
態
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
に
よ
り
解
明

さ
れ
て
き
た
が
、
か
つ
て
の
植
民
者
で
あ
る
日

本
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
公
的
に
描
写
さ
れ

て
い
た
か
の
検
討
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
第
二

章
で
は
こ
の
問
題
意
識
の
も
と
で
、
台
湾
の
旧

植
民
地
宗
主
国
で
は
な
く
、
中
華
民
国
の
旧
交

戦
国
と
し
て
の
日
本
と
の
関
係
を
ど
う
清
算
す

べ
き
か
に
つ
い
て
、
戦
後
台
湾
で
発
行
さ
れ
た

官
製
・
民
営
の
主
要
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
を
中

心
に
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
蔣
介
石

の
「
以
徳
報
怨
」
演
説
が
日
華
関
係
の
再
構
築

の
基
本
理
念
と
し
て
宣
伝
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
、
最
初
は
む
し
ろ
台
湾
人
エ
リ
ー
ト
の
ほ
う

で
厳
し
い
対
応
が
必
要
と
い
う
見
方
が
出
て
い

た
。
時
局
の
推
移
に
伴
い
、
台
湾
人
や
在
台

日
本
人
の
反
応
は
多
様
だ
っ
た
が
、「
以
徳
報

怨
」
と
い
う
〈
起
源
の
物
語
〉
が
台
湾
当
局
、

台
湾
人
、
在
台
日
本
人
の
間
で
固
定
化
し
、
対

日
関
係
の
「
物
語
」
は
、
脱
植
民
地
化
よ
り
も
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戦
後
処
理
の
文
脈
か
ら
形
成
し
た
こ
と
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、
一
九
五
◯
年
代
前
半
か
ら
一

九
五
二
年
後
半
ま
で
の
日
華
間
の
戦
後
処
理
、

す
な
わ
ち
両
国
間
の
平
和
条
約
締
結
問
題
を
め

ぐ
る
交
渉
の
時
期
を
取
り
扱
っ
た
。
台
湾
の
法

的
地
位
や
中
国
正
統
政
権
と
し
て
の
体
面
な
ど

の
問
題
を
背
負
う
中
華
民
国
政
府
に
と
っ
て
、

平
和
条
約
内
に
戦
争
責
任
の
明
記
は
な
お
ざ
り

に
さ
れ
た
問
題
で
あ
り
、
駆
け
引
き
の
材
料
に

な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
、
政
府
系
メ
デ
ィ
ア
の
『
中
央
日
報
』
は

在
野
系
メ
デ
ィ
ア
の
『
自
由
中
国
』『
民
主
中

国
』『
民
主
潮
』『
公
論
報
』『
自
立
晩
報
』
よ

り
も
「
寛
大
」
な
姿
勢
を
貫
い
た
。
最
終
的
に

成
立
し
た
条
約
は
中
華
民
国
に
と
っ
て
満
足
で

き
な
い
も
の
の
、
こ
の
不
本
意
な
現
状
を
正
当

化
す
る
た
め
に
蔣
介
石
の
「
以
徳
報
怨
」
演
説

が
貢
献
し
た
。
ま
た
、
一
九
四
◯
年
代
後
半
に

比
べ
れ
ば
、
平
和
条
約
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ら
に

孫
文
の
「
中
日
合
作
論
」
を
継
承
し
た
と
い
う

変
化
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
清
算
よ
り
も

協
力
と
い
う
ム
ー
ド
に
権
威
づ
け
る
効
果
は
当

局
に
よ
り
期
待
さ
れ
て
い
た
と
解
明
し
た
。

　
第
四
章
で
は
、
一
九
五
◯
年
代
に
お
け
る
被

害
の
記
憶
を
取
り
上
げ
る
が
、
具
体
的
に
中
華

民
国
の
公
的
歴
史
叙
述
で
日
本
が
加
え
た
危
害

に
関
す
る
描
写
と
、
実
際
の
対
日
関
係
の
運
営

の
な
か
で
、
日
本
と
の
過
去
を
ど
の
よ
う
に
取

り
扱
っ
て
い
た
か
の
二
つ
の
観
点
か
ら
検
討
を

加
え
て
い
る
。
用
い
ら
れ
た
資
料
は
主
と
し
て

蔣
介
石
の
談
話
、
台
湾
の
学
校
の
歴
史
教
科

書
、
国
民
党
の
内
部
資
料
、
官
製
・
民
営
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
。
本
章
を
通
し
て
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
、
戦
後
の
国
共
内
戦
や
台
湾
人
の

中
華
民
族
と
し
て
の
民
族
精
神
の
発
揚
、
そ
し

て
日
本
か
ら
「
反
共
」
に
協
力
を
引
き
出
す
と

い
っ
た
要
因
で
、
公
式
叙
述
で
は
、
日
本
か
ら

加
害
を
受
け
た
過
去
の
詳
細
な
記
述
と
い
う
よ

り
も
、
中
華
民
国
の
勝
者
と
し
て
の
栄
光
に
重

き
が
置
か
れ
て
い
た
。
一
方
、
対
日
関
係
の
処

理
で
は
、「
以
徳
報
怨
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク

が
テ
ー
マ
だ
っ
た
〈
起
源
の
物
語
〉
が
日
中
の

接
近
を
受
け
、
さ
ら
に
戦
時
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
蔣
介
石
を
め
ぐ
る

「
個
人
の
歴
史
的
関
係
」
が
よ
り
強
調
さ
れ
、

日
本
の
協
力
を
引
き
出
す
た
め
に
引
き
続
き
堅

持
さ
れ
て
い
た
。

　
第
五
章
で
は
、
五
〇
〜
六
〇
年
代
ま
で
の
日

本
文
化
論
の
変
遷
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。

戦
後
初
期
の
台
湾
で
は
、
日
本
文
化
に
対
す
る

評
価
は
低
か
っ
た
が
、
対
し
て
中
国
大
陸
で

は
、
国
共
内
戦
を
背
景
に
、
日
本
文
化
は
中
国

文
化
と
深
い
関
係
が
あ
る
点
で
、
比
較
的
評
価

さ
れ
た
。
一
九
四
九
年
に
中
央
政
府
の
台
湾

移
転
後
は
、「
反
共
」
や
東
ア
ジ
ア
冷
戦
に
よ

り
、
と
く
に
日
華
平
和
条
約
の
締
結
後
に
、
日

本
文
化
は
東
方
文
化
を
共
有
し
て
い
る
と
し
て

引
き
続
き
宣
伝
さ
れ
、
日
華
の
合
作
が
進
め
ら

れ
た
。
し
か
し
、
日
本
か
ら
の
文
化
的
コ
ン
テ

ン
ツ
の
輸
入
は
、
か
つ
て
植
民
地
だ
っ
た
台
湾

社
会
で
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
議
論
を
経
て
よ
う

や
く
規
制
か
ら
開
放
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
両
国
の
「
文
化
合
作
」
は
同
床
異

夢
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
中
華
民
国
は
日
本

の
文
化
的
コ
ン
テ
ン
ツ
の
輸
入
に
警
戒
し
て
お

り
、
ま
た
そ
の
合
作
に
は
実
は
政
治
的
な
目
的

が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、
戦
後
台
湾
の
公
式
の
日
本
文
化
論
で
は
日

本
文
化
が
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
も
中
国
文
化
と
共
通
し
て
い
る
部
分
の
み
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で
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
後
者
の
価
値
を
称
揚
す
る

こ
と
に
な
る
こ
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
言
論
統
制
が
厳
し
く
な
っ
た
六
〇
年
代
の
台

湾
に
お
け
る
対
日
関
係
史
叙
述
の
変
化
は
、
第

六
章
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
六
〇
年
代
に
は
、

日
華
間
で
は
ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
輸
出
問
題

と
周
鴻
慶
事
件
と
い
っ
た
紛
争
が
起
き
、
日
華

関
係
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
中
華
民
国
の
国
際

的
地
位
が
色
々
な
困
難
に
直
面
し
、
や
が
て
七

〇
年
代
の
日
中
正
常
化
、
日
華
断
交
に
運
ば
れ

て
い
く
。
こ
う
し
た
な
か
、
台
湾
で
は
満
洲
事

変
と
い
う
戦
争
の
記
憶
が
喚
起
さ
れ
る
な
ど
、

公
的
記
憶
に
変
化
が
生
じ
な
が
ら
も
、
や
は
り

「
以
徳
報
怨
」
が
基
調
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

世
代
の
交
代
や
日
華
間
の
国
際
的
地
位
の
変
化

に
よ
り
、
こ
の
叙
述
の
説
得
力
も
次
第
に
限
界

を
迫
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
の
台
湾
で
は
、
民
間

で
は
日
本
論
の
多
様
化
の
可
能
性
を
見
せ
て
い

た
が
、
言
論
統
制
の
も
と
で
重
視
さ
れ
な
か
っ

た
。
だ
が
、
日
中
正
常
化
で
日
本
と
の
公
式
関

係
が
中
華
人
民
共
和
国
に
奪
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
中
華
民
国
に
と
っ
て
戦
争
清
算
で
重
要
な

依
拠
と
さ
れ
た
「
以
徳
報
怨
」
と
い
う
〈
起
源

の
物
語
〉
は
封
じ
込
め
れ
、
代
わ
り
に
日
本
か

ら
受
け
た
被
害
の
記
憶
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
蕭
阿
勤
の
い
う

「
現
実
の
回
帰
」
の
七
〇
年
〉
2
〈

代
に
台
湾
史
が
抗

日
の
歴
史
と
い
う
点
で
再
評
価
さ
れ
る
下
地
に

も
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
た
。

　
結
論
で
は
、
著
者
は
序
章
で
提
示
し
た
三
つ

の
設
問
へ
の
回
答
を
試
み
る
。
ま
ず
、
第
一
の

設
問
に
つ
い
て
、
最
も
単
純
な
回
答
は
戦
後
の

国
共
対
立
に
お
い
て
日
本
と
の
関
係
を
中
華
民

国
が
重
視
し
、
ま
た
配
慮
し
て
い
た
と
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
一
方
、
権
力
政
治
の
必
要
性
の
ほ

か
に
、
対
日
関
係
に
関
し
て
台
湾
で
ど
の
よ
う

な
公
的
記
憶
が
存
在
す
る
か
を
理
解
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
設
問
へ
の
回
答

は
、「
以
徳
報
怨
」
と
い
う
戦
後
日
華
関
係
の

〈
起
源
の
物
語
〉、「
中
国
」
に
対
す
る
最
大
の

侵
略
者
・
加
害
者
は
ソ
連
と
そ
の
傀
儡
で
あ
る

中
共
、
台
湾
史
不
在
の
「
自
国
史
」、
中
華
文

化
の
優
位
性
が
強
調
さ
れ
る
日
本
と
の
文
化
的

紐
帯
と
い
う
関
係
性
と
い
っ
た
叙
述
・
説
明
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
公
的
記
憶
は
完
全
に
対
日
関
係
の
あ
り
よ

う
を
規
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
華
国

交
断
絶
後
、
公
的
記
憶
も
日
本
か
ら
受
け
た
被

害
が
強
調
さ
れ
る
内
容
に
な
っ
た
こ
と
が
、
第

三
の
設
問
に
対
す
る
答
え
に
も
な
る
と
結
び
付

け
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
台
湾
に
お
け
る
日
本
記
憶
の
発
掘

　
本
書
に
つ
い
て
、
楊
子
震
氏
と
清
水
麗
氏
に

よ
る
二
つ
の
書
評
が
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
楊
子
震
氏
が
、
川
島
真
・
清
水
麗
・
松
田

康
博
・
楊
永
明
編
著
『
日
台
関
係
史 

一
九
四

五

－

二
◯
◯
八
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
◯

◯
九
年
。
二
◯
二
◯
年
増
補
版
）
を
戦
後
の
日

台
関
係
に
関
し
て
も
っ
と
も
ま
と
め
ら
れ
た

学
術
入
門
書
と
し
た
う
え
で
、
本
書
を
清
水

麗
『
台
湾
外
交
の
形
成
│
│
日
華
断
交
と
中
華

民
国
か
ら
の
転
換
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
◯
一
九
年
）
と
許
珩
『
戦
後
日
華
経
済
外
交

史 

一
九
五
◯

－

一
九
七
八
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
二
◯
一
九
年
）
と
並
列
さ
せ
、
近
年
の
外

交
史
の
研
究
成
果
と
評
し
て
い
〉
3
〈
る
。
楊
氏
は
表

題
に
「
対
日
関
係
」
と
「
公
的
記
憶
」
の
二
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
外
交

史
だ
け
で
は
な
く
、
戦
後
台
湾
の
日
本
に
対
す

る
他
者
認
識
と
い
う
分
野
で
も
貢
献
し
た
と
考

え
る
。
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こ
の
課
題
に
つ
い
て
、
近
年
す
で
に
五
十

嵐
真
子
・
三
尾
裕
子
編
『
戦
後
台
湾
に
お
け

る
〈
日
本
〉』（
風
響
社
、
二
〇
〇
六
年
。
二

◯
二
◯
年
増
補
改
訂
再
版
）、
植
野
弘
子
・
三

尾
裕
子
『
台
湾
に
お
け
る
〈
植
民
地
〉
経
験
』

（
風
響
社
、
二
〇
一
一
年
）、
所
澤
潤
・
林
初
梅

『
台
湾
の
な
か
の
日
本
記
憶
│
│
戦
後
の
「
再

会
」
に
よ
る
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
』（
三

元
社
、
二
〇
一
六
年
）、
李
衣
雲
『
台
湾
に
お

け
る
「
日
本
」
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
、
一
九
四
五

－

二
◯
◯
三
│
│
「
哈ハ
ー
リ日

現
象
」
の
展
開
に
つ

い
て
』（
三
元
社
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
の
著

作
が
刊
行
さ
れ
、
豊
富
な
成
果
が
世
に
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
主
と
し
て
戦
後
台

湾
民
間
の
社
会
・
文
化
の
活
動
や
交
流
に
着
目

し
て
お
り
、「
日
台
」
関
係
と
い
う
側
面
の
視

野
が
広
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
日
華
」

と
い
う
側
面
の
研
究
成
果
が
比
較
的
に
手
薄
だ

が
、「
公
的
記
憶
」
に
挑
ん
だ
本
書
は
、
戦
後

台
湾
に
お
け
る
日
本
を
め
ぐ
る
記
憶
の
さ
ら
な

る
発
掘
や
相
対
化
に
資
し
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
本
書
は
戦
後
台
湾
の
対

日
関
係
の
清
算
だ
け
で
は
な
く
、
対
日
関
係
の

「
台
湾
に
お
け
る
公
的
記
憶
の
構
築
」
と
し
て

展
開
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
清
水
麗
の
書
評
が

指
摘
し
た
通
り
で
あ
〉
4
〈

る
。

　「
戦
後
台
湾
に
お
け
る
公
的
記
憶
」
を
追
求

す
る
な
ら
、
や
は
り
本
書
が
主
要
な
問
題
意
識

と
す
る
第
二
の
設
問
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。
戦
後
台
湾
の
日
本
記
憶
は
大
き
く

分
け
て
「
侵
略
さ
れ
る
側
の
記
憶
」（
中
華
民

国
・
外
省
人
）
と
「
植
民
さ
れ
る
側
の
記
憶
」

（
台
湾
・
本
省
〉
5
〈
人
）
が
あ
る
と
い
え
る
が
、
こ

の
両
者
の
整
合
性
が
公
的
記
憶
で
ど
の
よ
う
に

図
ら
れ
て
い
た
か
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
著
者
は
日
華
関
係
に
お
け

る
「
台
湾
史
の
不
在
」
を
指
摘
し
た
。
た
だ

し
、
日
華
関
係
の
な
か
に
台
湾
史
は
「
不
在
」

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
書
の
第
四

章
で
考
察
し
た
通
り
、「
植
民
さ
れ
る
側
の
記

憶
」
は
植
民
地
統
治
の
実
態
に
関
し
て
は
省
略

さ
れ
て
も
、
中
国
と
の
連
帯
感
の
関
連
部
分
は

強
調
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
台
湾
統

治
は
「
奴
隷
の
よ
う
な
酷
使
」「
暗
黒
」「
不
平

等
」
と
し
て
「
断
定
的
な
論
調
で
は
あ
り
な
が

ら
、
そ
れ
以
上
に
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
た
」

（
二
〇
三
頁
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

意
図
的
に
つ
く
ら
れ
た
偏
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、

捻
じ
曲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
台

湾
光
復
節
な
ど
の
記
憶
の
場
で
言
い
伝
え
ら
れ

て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
台
湾
統
治
の
正
統
性
の

主
張
は
中
華
民
国
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ

り
、
そ
れ
を
示
す
た
め
に
、
日
本
統
治
時
代
は

「
暗
黒
」
だ
っ
た
と
台
湾
社
会
に
認
識
さ
せ
る

こ
と
、
つ
ま
り
「
植
民
さ
れ
る
側
」
の
記
憶
を

中
華
民
国
の
代
弁
に
よ
り
「
侵
略
さ
れ
る
側
」

の
記
憶
に
回
収
・
統
合
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
著
者
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
本

統
治
下
の
台
湾
を
め
ぐ
る
評
価
は
日
華
間
の
歴

史
解
釈
が
衝
突
す
る
可
能
性
が
あ
り
な
が
ら

も
、
日
華
間
の
紛
争
を
惹
起
す
る
こ
と
に
至
ら

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
台
湾
史
の
不

在
」
や
「
第
一
義
の
日
華
関
係
」
な
ど
本
書
で

挙
げ
ら
れ
た
理
由
の
背
後
に
は
、
や
は
り
、
台

湾
は
中
華
民
国
の
一
地
方
で
あ
る
と
い
う
中
国

国
家
体
制
が
重
視
す
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
、
日

華
間
の
交
流
・
交
渉
の
な
か
で
暗
黙
の
ル
ー
ル

と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
、
七
〇
年
代

の
「
現
実
の
回
帰
」
の
時
期
に
、
つ
ま
り
台
湾

は
中
華
民
国
の
一
地
方
で
は
な
い
と
、
中
国
国
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家
体
制
と
い
う
虚
構
の
解
体
が
始
ま
る
と
、
台

湾
の
主
体
性
を
求
め
る
台
湾
人
エ
リ
ー
ト
が
統

治
者
に
向
か
っ
て
、
台
湾
の
過
去
を
承
認
す
る

こ
と
を
呼
び
か
け
る
動
き
も
起
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「
以
徳
報
怨
」
は

戦
後
中
華
民
国
の
統
治
に
よ
り
持
た
さ
れ
た

「
自
由
中
国
」
と
い
う
自
己
認
識
に
含
ま
れ
る

重
要
な
一
部
分
と
し
て
、
と
も
に
一
九
七
〇
年

代
ま
で
と
い
う
台
湾
の
自
己
認
識
の
一
章
を
構

成
し
て
い
た
。
こ
の
〈
起
源
の
物
語
〉
を
め
ぐ

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
を
試
み
、
豊
富
な
事
例

を
提
供
し
た
う
え
で
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
し

た
本
書
が
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
の
学

術
界
や
社
会
一
般
に
も
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

注
〈
１
〉 

川
島
真
「
日
華
・
日
台
二
重
関
係
の
形
成

│
│
一
九
四
五

－
四
九
年
」
川
島
真
・
清
水

麗
・
松
田
康
博
・
楊
永
明
編
著
『
日
台
関
係

史 

一
九
四
五

－
二
〇
二
〇 

増
補
版
』（
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）。

〈
２
〉 

蕭
阿
勤
『
回
帰
現
実
│
│
台
湾
一
九
七

〇
年
代
的
戦
後
世
代
与
文
化
政
治
変
遷
』（
台

北
：
中
央
研
究
院
社
会
学
研
究
所
、
二
〇
〇
八

年
）。

〈
３
〉 

楊
子
震
「
深
串
徹
著
　『
戦
後
台
湾
に
お

け
る
対
日
関
係
の
公
的
記
憶
：
一
九
四
五
〜
一

九
七
〇
ｓ
』
│
│
関
係
清
算
の
未
完
に
よ
る
公

的
記
憶
の
変
容
」『
日
本
台
湾
学
会
報
』
第
二

二
号
、
二
〇
二
〇
年
、
一
六
六
頁
。

〈
４
〉 

清
水
麗
「
書
評 

深
串
徹
著 

国
際
書
院
戦

後
台
湾
に
お
け
る
対
日
関
係
の
公
的
記
憶
」

『
中
国
研
究
月
報
』
第
八
八
〇
号
、
二
〇
二
一

年
、
三
七
頁
。

〈
５
〉 

こ
の
表
現
は
、
黄
智
慧
の
研
究
か
ら
借
用

し
た
。
黄
智
慧
「
台
湾
に
お
け
る
「
日
本
文
化

論
」
に
見
ら
れ
る
対
日
観
」
五
十
嵐
真
子
・
三

尾
裕
子
編
『
戦
後
台
湾
に
お
け
る
〈
日
本
〉』

（
風
響
社
、
二
〇
〇
六
年
。
二
◯
二
◯
年
増
補

改
訂
再
版
）。


